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 めにࡌࡣ.1

1.1調査ࡢ背景࡜目的 
2018 ᖺ 7 ᭶࡟西日ᮏ豪雨災害ࡀ発生ࠊࡋ自力࡛避難行動ࡀ

在ࡢ搬送避難ࠊࡣ多い要配慮者利用施設࡛ࡀい利用者࡞ࢀྲྀ

そこࠋࡓࢀࡽ見ࡀい࡚課題ࡘ࡟確保ࡢ方や施設内避難生活ࡾ

ࡵࡓࡿࡍ᭷効性を確認ࡢ避難対応ࡢ要配慮者利用施設࡛ࠊ࡛

ࡼ࠾倉敷ᕷ真備町࡛水ᖹ避難ࡓࡋ発生ࡀ浸水被害࡞甚大ࠊ࡟

び垂直避難を行ࡓࡗ施設ࡘ࡟い࡚ࣄࡢアࣜンࢢ調査を 2018 ᖺ

9᭶12ࡽ࠿᭶࡟実施ࠋࡓࡋ 

1.2調査対象および調査方法 

ᮏ研究ࡢ対象施設ࡌྠࠊࡣ不動産株式会社ࡀ運営࡚ࡋ

いࡿ 3施設㸦施設 Gࠊ施設 Hࠊ施設 S)࡛あ2018ࠋࡿᖺ 7᭶

6 日～7 日ࠊ࡟こࡢ 3 施設ࠊࡣ要配慮者を伴う水ᖹ避難を連

携࡚ࡋ行࡚ࡗいࢬ࣮࢙ࣇ)ࡿ 施設ࡿ避難先࡛あࠊ࡟更ࠋ(1 S࡛

垂直避難(ࢬ࣮࢙ࣇ ࡟࡛ࡲ救出ࠊࡋ実施ࡶ(2 3階࡛ࡢ避難生活

ࢬ࣮࢙ࣇ) 3)を送࡚ࡗいࠋࡿ対象施設ࡢ概要を表  ࠋࡍ示࡟1

2018ᖺ 9᭶ࡽ࠿ 12᭶ࠊ࡟各施設ࡢ管理者や職員࡟対ࡍ

被ࠊ実施状況ࡢ避難訓練ࠊࡽ࠿ࢢアࣜンࣄࡢ対面形式ࡿ

災当時ࡢ状況や利用者ࡢ水ᖹ࣭垂直避難ࠊ避難生活࡟関

管理者ࡢ施設ࠊ基࡙い࡚࡟ࢀそࠋࡓ情報を得࡞詳細ࡿࡍ

実ࡢ避難対応ࠊࡾࡼ࡟࡜不明Ⅼを࣓࣮࡛ࣝ適宜伺うこ࡟

態を推定ࠊࡋ搬送避難や避難生活ࡢ時系列を作成ࠋࡿࡍ 

表  概要ࡢ対象施設ࢢアࣜンࣄ 1

施設 建物 施設種ู 利用者数 総職員数 避難先 

G 1階建࡚ 18 ࣒࣮࣍ࣉ࣮ࣝࢢ人 18人  

H 一部 2階建࡚ ᭷料老人࣮࣒࣍ 16人 18人  

S 3階建࡚ ᭷料老人࣮࣒࣍ 30人 30人 〇 

 

2.水平避難㸦フェ࣮ズ 1㸧 

2.1水平避難ࡢ概要㸦図 1㸧 
施設 G࡜施設 Hࡢ居住部分ࡀ 1階ࡵࡓࡢ浸水ࡓࡋ場合࡟

被害をཷࡿࡅ可能性ࡀあࡾࡼࠊࡾ堅牢࡞ 3 階建࡚ࡢ施設 S

ࡣ࡟2016ᖺࠋࡓࢀࡽࡵ定࡟事前࡚ࡋ࡜避難先ࡀ 3施設及び

関連会社࡟ࡶ࡜࡜洪水想定ࡢ水ᖹ避難訓練を 2 回実施ࠋࡓࡋ 

2018ᖺ 7᭶ 6日ࠊ施設 G࣭施設 Hࡣ施設 S及び関連会社

表)ࡋ自動車を用い࡚施設 Sへ避難を開始ࡾࡼ࡟支援ࡢ ࠊ(2

7᭶ 7日 0:20頃࡟施設 Gࡢ利用者 施設࡟1:00頃ࠊ18ྡ H

利用者ࡢ 16 ྡを施設 S ࡢ 1 階ࢹイサ࣮ࢭࢫࣅンタ࣮࡟運

びࠊ自動車避難ࡣ無事࡟終了ࠋࡓࡋ 

 

図 1 施設 G࣭施設 Hࡢ施設 Sへࡢ水ᖹ避難ࡢ経緯 

㸦国土地理院ࡢ倉敷ᕷ真備町周辺浸水状況推定地図ࡾࡼ筆者ࡀ編集㸧 

2.2フェ࣮ズ 1における施設 G࣭施設 H࣭施設 Sࡢ対応 
表 2 時系列࡛見ࡿ 3施設ࡢ対応 

時間 災害情報等 1) 施設 Gࡢ対応 施設 Hࡢ対応 施設 Sࡢ対応 

7᭶ 6日 

ኤ方࡛ࡲ 

一部地域࡟避難勧

告 

施設長ࡣ川ࡢ様子を見࡟行ࠊ࡚ࡗ

社長࡟報告ࠋࡓࡋ 

 施設長ࡣ避難指示ࡀ出ࡽࡓ避難

さࡼࡏう࡜考え会議を行ࠋࡓࡗ 

20:00頃  施設長ࡣ施設へ行ࠊ࡚ࡗ社長

㸨

連࡜

絡ࡋ避難ࡃ࠾࡚ࡋこ࡜を決ࠋࡓࡵ 

 
 

22:00 

 ࡛ࡲ

 社長ࡢࡽ࠿召集ࠊࡾࡼ࡟関連会社

職員ࡢ 7 利ࠋࡓ来࡚ࡗ順次やࡀྡ

用者ࡢ身支度ࡽ࠿手伝ࠋࡓࡗ 

 
施設長ุࡢ断࡛行動を開始ࡋ

 ࠋࡓ

22:00 真備町地区全域࡟

避難勧告 
気付い࡚いࠋࡓࡗ࠿࡞ 気付い࡚いࠋࡓࡗ࠿࡞ 避難勧告を確認ࠋࡓࡋ 

22:00 

以降 

 利用者ࡢ身支度࡟多ࡢࡃ時間࠿ࡀ

ࡢ利用者を施設ࠊ後ࡢそࠋࡓࡗ࠿

እ࡟移動ࡋ車࡟乗࡝࡞ࡿࡏ搬送ࡢ

準備をࡼࠋࡓࡋうやࡃ避難࡛ࡿࡁ

音を聞ࡢ爆発ࠊࡣ頃ࡓࡗ࡞࡟うࡼ

いࠋࡓ 

  

22:30頃   対応可能࡞職員を召集ࠋࡓࡋ 

23:35 総社ᕷࡢア࣑ࣝ工

場ࡀ爆発ࠋ㸦施設 S

ࡽ࠿ 2.5km㸧 

爆発ࡄࡍࡢ後ࠊ࡟社長ࡽ࠿避

難ࡢ準備をࡼࡿࡍう࡟連絡ࡀ

入ࠋࡓࡗ 

関連会社ࡽ࠿ 3 ࡟応援ࡀྡ

駆ࡅ付ࠊ࡚ࡅ利用者ࡢ身支

度を࡚ࡋ玄関࡟誘ᑟࠋࡓࡋ 

ア࣑ࣝ工場ࡢࡽ࠿爆風ࡢ揺࡟ࢀ

 ࠋࡓࡋ停Ṇࡀタ࣮࣮࢚࣋ࣞࡾࡼ

23:40頃 倉敷ᕷ࡝࡞ 8 ᕷ町

 大雨特ู警報࡟
自動車ࡿࡼ࡟施設 S へࡢ避難ࡀ始

 ࠋࡓࡗࡲ

施設Gࡢ利用者ࡀ到着࡜ࡿࡍ連

絡をཷཷࠊࡅ入ࡢ準備開始ࠋ 

23:50頃  
 

自動車ࡿࡼ࡟施設 S へࡢ搬

送ࡀ始ࠋࡓࡗࡲ 
施設 Gࡢ利用者ࡀ順次到着ࠋ 

7᭶ 7日 

0:00 

ᮎᨻ川ୖ流ࡢ西岸

決壊㸦住民証言㸧 
   

0:10前    施設Hࡢ利用者ࡶ順次到着ࠋ 

0:20頃  

利用者ࡢ搬送避難ࡀ終了ࠋ  

施設Gࡢ利用者ཷ入ࡀ完了ࠋ施

設 G 職員ࡓい࡚ࡗ避難を手伝ࡢ

 ࠋࡓࡗ行࡟支援ࡢ施設Hࡀ

1:00頃   利用者ࡢ搬送避難ࡀ終了ࠋ 施設Hࡢ利用者ཷ入ࡀ完了ࠋ 

*不動産株式会社ࡢ社長࡛あࠊࡾ建設会社ࠊ建ᮦ会社࡜老人施設㸦施設 Gࠊ施設

Hࠊ施設 S㸧を経営࡚ࡋいࠋࡿ 

 

3.垂直避難࣭救出ま࡛ࡢ避難生活(フェ࣮ズ 2࣭フェ࣮ズ 3) 
3.1垂直避難ࡢ概要㸦表 3㸧 
 

西日ᮏ豪雨 要配慮者利用施設 避難対応 

  調査 事例研究ࢢアࣜンࣄ

 ****ニ࢙イࣟ ア࣋࢘ タイチ コンノࣆ    ྠ  

  ྠ    木作尚子***** 

日本建築学会大会学術講演梗概集 

（関東） 2020年 9 月 
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表 ࢬ࣮࢙ࣇ 3 時系列㸦2018ᖺࡢ2 7᭶ 7日㸧 

 時間 災害情報等
1) 施設 S࡛ࡢ垂直避難ࡢ経緯 

1:30 ᑠ⏣川ࡢ北側࡟避難指示  

2:00 ᑠ⏣川ࡢ北岸決壊㸦住民証言㸧  

1
階

Ў

2
階 

2:40  施設長ࠕࡣこࡽ࠿ࢀ 2 階࡟避難࡜ࠖࡿࡍ職

員全員使用ࡢ SNS࡛ࣉ࣮ࣝࢢ発信ࠋ 

利用者 34人ࡢ避難方法ࡢ内訳： 

車椅子搬送:16人ࠊ背負い搬送:16人ࠊ付ࡁ添いୖ昇歩行:2人 

4:00頃  4:00 頃 2 階࡟避難完了࡜ S 施設長推測 (記

録無)ࠋ根拠：近隣住民ࡀ大量࡟施設 S へ来

ࡿ 1～2時間前࡟避難完了ࠋࡓࡋ 

 

6:00  多ࡢࡃ近隣住民ࡀ施設 S࡟避難開始ࠋ 

6:30 ᮎᨻ川ୖ流ࠊୗ流ࡢ東岸決壊

㸦住民証言㸧 

 

7:00  多ࡢࡃ住民ࡀ避難ࠋࡓࡁ࡚ࡋ(足ࡢ不自⏤࡞

方ࡣ࡝࡞夜中ࡽ࠿避難࡚ࡁ࡚ࡋいࡓ) 

7:30 施設እ水位急激ୖ昇を確認  

8:00 施設እࡢ㐨路や駐車場水没  

2
階

Ў

3
階 

9:46  施設長ࠕࡣこࡽ࠿ࢀ 3 階࡟避難࡜ࠖࡿࡍ職

員全員使用ࡢ SNS࡛ࣉ࣮ࣝࢢ発信ࠋ 

利用者 47人ࡢ避難方法ࡢ内訳： 

車椅子搬送:24人ࠊ背負い搬送:23人ࠊ付ࡁ添いୖ昇歩行:0人 

10:38  施設長2ࠕࡣ階3ࡽ࠿階࡟避難完了ࠖ࡜職員

全員使用ࡢ SNS࡛ࣉ࣮ࣝࢢ発信ࠋ 

 

2018ᖺ 7᭶ 7日 ࢬ࣮࢙ࣇ࡟1:00 来࡟応援ࠊࡋ終了ࡀ1

全員施設ࡣ職員ࡢ関連会社ࡓ Sࡽ࠿引ࠋࡓࡗྲྀࡁこࡢ時Ⅼ

施設ࠊࡣ࡛ S 6～5ࠊࡀࡓࡗ࠿࡞い࡚ࡋ浸水ࡣ ᖺ前ࡶ࡟浸

水ࡢ被害をཷࡓࡅこࡀ࡜あࠊࡾ念ࡢⅭ2:40ࠊ ᒇ内階段注࡟

1) を使用ࡋ 1階ࡽ࠿ 2階へࡢ避難を開始ࠋࡓࡋ施設 G࣭施

設 Hࡢ利用者 34人ࠊࡣ職員 11人࡜職員ࡢ家族 1人合計 12

人࡚ࡗࡼ࡟車椅子ࠊ背負い等࡛搬送さ4:00ࠊࢀ 頃࡟㸰階

㸦施設ࡓࡋ避難完了࡟ Sࡢ 1階利用者ࡣ無㸧ࠋ 

 そࡢ㸯～2 時間後ࠊ近隣住民ࡀ施設Ｓ࡟多数避難ࡋ始ࠊࡵ

6:00～7:00 最大ࡵ含ࡶ住民ࠊࡋ㐩࡟ࢡ࣮ࣆࡀ避難者数࡟

約 150人7ࠋࡓࡗ࡞࡜᭶ 7日 びୗ流ࡼ࠾ᮎᨻ川ୖ流࡟6:30

8:00ࠊࡋ決壊ࡀ東岸ࡢ 施設࡟ S 避࡟最初ࠊࡋ洪水到㐩࡟

難ࡓࡋ 2 階࡛ࡣ危険ุ࡜断9:46ࠊࡋ ࡟ 3 階へࡢ避難を開

始࡚ࡋいࠋࡿ利用者 47人ࠊࡣ職員 11人࡜近隣住民 5人合

計 16 人ࡿࡼ࡟車椅子搬送ࠊ及びࠊ背負い搬送࡛ 3 階へ向

࡟10:38ࠊい࠿ 3階へࡢ避難ࡀ完了ࠋࡓࡋ 

3.2救出ま࡛ࡢ避難生活㸦フェ࣮ズ 3㸧 
７日࡟入ࠊࡾ普段ࡣ 17人࠿ࡋ暮࡚ࡋࡽい࡞い 3階(面積

約 391 ㎡)ࡣ࡟近隣住民ࡶ含ࡵ約 150 人ࡀ身を寄ࠊࡏ窮屈

粘着࡟白いシ࣮ツࠊࡀࡽ職員や避難者ࠋࡓࡗ࡞࡟状態࡞

150ࠕ࡛ࣉ࣮ࢸ 人！水 ࡜ࠖࢻ࣮ࣇ貼ࡾ付࡚ࡅ救助を要請

体ࡎࡲࠊ来࡚ࡶ何回ࡀ消防隊ࠊࡾ࡞࡟７日ኤ方頃ࠋࡓࡋ

調ࡢ悪い人やࠊ重度ࡢ避難者 4～5 人を救出ࠊࡋそࡢ後ࠊ

約 20 人を運び出ࠋࡓࡋ夜中ࠊ࡟自衛隊ࡀࣜ࣊ࡢ施設ୖࡢ

ࡏを出ࡅ助ࠕࠋࡓࡗ࠿࡞ࡽ至ࡣ࡟救出ࠊࡀࡓい࡚ࡋ旋回࡟

翌朝ࠊ伝え࡟自衛隊࡜さいࠖࡔࡃ食糧をࡽ࡞い࡞ 2:00 ࡟

8ࠋࡓࢀࡽࡅᒆࡀ水࡜粥࠾ 日ࡢ朝～昼ࠊ࡟残ࡢࡾ全員ࡀ自

衛隊࡛ࢺ࣮࣎ࡢ救出さࠋࡓࢀ 

 

4.ま࡜め 

要配慮者利用施設࡛ࡣ避難訓練ࠊ避難搬送ࡀ系列施設

施ࠊ一方ࠋࡓࡗ࠿分ࡀ࡜こࡓい࡚ࢀ行わ࡚ࡋ連携࡜࡝࡞

設 S࠾࡟い࡚ࠊ以ୗࡢ課題ࡀ見ࠋࡓࢀࡽ 

ձ発災時ࡣ࡟停電等࣮࢚࣋ࣞࡾࡼ࡟タ࣮内࡟閉ࡌ込ࡵ

垂直避難ࡿࡼ࡟タ࣮࣮࢚࣋ࣞࠊࡵࡓࡿあࡀ危険性ࡿࢀࡽ

を想定࡚ࡋいࡓ場合ࠊ早ุࡢࡵ断࡜避難行動開始ࡀ重要

 ࠋࡿ࡞࡜

ղ救出ࡢ࡛ࡲ自立的࡞生活ࡢ確保㸦今回ࠊ一日分ࡢ朝

食࡜各施設ࡽ࠿持ࡕ寄ࡓࡗ食料ࡓࡗ࠿࡞࠿ࡋ㸧 

今後ࠊ避難ࡓࡋ施設࡛ࣄࡢアࣜンࢢ調査ࡢさ࡟ࡽ詳細

搬送ࡢ࡚ࡋ関࡟垂直避難ࡢ施設内ࡾࡼ࡟時間経過分析࡞

状況࡟関࣮ࢹࡿࡍタ整理を行いࠊ避難経過ࡢシ࣑ュ࣮ࣞ

ションをࡿࡍ予定࡛あࠋࡿ 

注釈 
注1) 2018 ᖺ 7 ᭶ 6 日 23:35 原ࡀ爆風ࡢア࣑ࣝ工場爆発࡟

因࡛ࠊ施設 S ࡢ EV 施設ࠊ時ࡢこࠋࡓࡋ停Ṇࡀ S ࡛
 ࠋい࡞い࡚ࡋ停電ࡔࡲࡣ

参考文献 
1㸧 山陽新聞，真備町あࡢ日24ࡢ時間 タイ࣒ࣛイン࡛見
様子，2018ᖺࡢ決壊ࡿ 7᭶ 
https://www.sanyonews.jp/okayama_gou_timeline 
(2019.6.9アࢫࢭࢡ) 

ձ1:00ࢬ࣮࢙ࣇࠊ࡟  ࡢ時Ⅼࡓࡋ終了ࡀ1

 1階ࡿࡅ࠾࡟施設 G࣭施設 Hࡢ利用者分ᕸ 

ᒇ内階段 

1F施設 G_18人࣭施設 H_16人 

2F施設 S_13人 

3F施設 S_17人 

1F利用者無 

2F施設 G_18人࣭施設 H_16人࣭施設 S_13人 

3F施設 S_17人 

ᒇ内階段 

1F利用者無 

2F利用者避難済ࡳ 

3F施設 G_18人࣭施設 H_16人࣭施設 S_30人ࠊ住民約 70人 

ᒇ内階段 

ղ4:00頃ࢬ࣮࢙ࣇࠊ࡟ 2(1階Ѝ2階)ࡀ終了ࡓࡋ時Ⅼࡢ 

 2階ࡿࡅ࠾࡟ 3施設ࡢ利用者分ᕸ 

ճ10:38ࢬ࣮࢙ࣇࠊ࡟ 2(2階Ѝ3階)ࡀ終了ࡓࡋ時Ⅼࡢ  

 3階ࡿࡅ࠾࡟ 3施設ࡢ利用者分ᕸ 

図 2 施設 Sࡿࡅ࠾࡟各ࢬ࣮࢙ࣇ終了時ࡢ利用者分ᕸ 
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